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  ・高岡地区新規就農 楢木好恵さん 
 

  ・石狩地方農業委員会連合会永年勤続者表彰受賞 
 

  ・農業委員会の活動報告 
   ～農地調整協議会・農業振興協議会～ 
 

  ・お疲れさまでした 田岡前市長 
 

  ・全国農業新聞の購読申込みについて 
 

  ・「農業者年金」に加入しましょう！ 
 

 

平成３０年度高岡地区新規就農者   
楢木好恵さんご一家 

好恵さん 
娘：花梨（かりん）さん 

夫：啓吾さん 

愛犬：マックス♂生後１０ヶ月 

～ 主 な 内 容 ～ 



出 身 地   札幌市 
就農年月日   平成３１年３月 
就 農 地   石狩市八幡町高岡 

経営内容等   ミニトマト(キャロル１０) 
        100坪ハウス ５棟   

 

 想像していた以上に順調に
進んでおり、楽しく営農してい
ます。 
 

 農業は、生きている物を相
手にするので、小さな変化や
ちょっとしたことも気になりま
す。夫と娘にも私が習得して
きた作業手順を伝えながら
皆で作業を進めている一方
で、伝える難しさも感じていま
す。 

 資金面等についても、まだ
まだ不安な気持ちもあります
が、親方（越後さん）をはじめ、
近隣農家の方々が多方面で
支えてくれるので、助かって
います！ 
 

 高岡地区は、新規就農を始
めるのにすごく良い地区だと
感じています。 
  

石狩地方農業委員会連合会永年勤続者表彰受賞 

 宮北義雄委員
と平野隆夫委員
が、農業委員と
して在任期間が
通算１０年以上
活動された方に
贈られる農業委
員・農地利用最
適化推進委員永
年勤続者表彰を
受賞しました。 左から宮北義雄委員、須藤義春会長、平野隆夫委員 

 撮影当日はお忙しい中、終始にこやかに対応
していただき本当にありがとうございました。試
食させていただいたトマトも大変美味しかったで
す。（事務局） 

高岡地区新規就農 楢木好恵さん 

おめでとうございます！！ 

な ら  き 



 ６月２５日、令和元年第３回総会の開
催前に田岡前市長から退任のご挨拶
をいただきました。 

 これからの石狩の農業について熱く
語られ、大きな期待を寄せておられま
した。 
 ５期２０年間、お疲れ様でした！ 

農業委員会の活動報告 

農地調整協議会 農業振興協議会 

お疲れ様でした 田岡前市長 

 砂採取完了後の現地確認を行ないまし
た。（６月１３日） 

 新規就農する方の営農計画を確認しま
した。（５月１７日） 



全国農業新聞の購読申込みについて 

 全国農業新聞は農業者の公的代表機関である農
業委員会系統組織が発行する農業総合専門紙であ
り、経営とくらしに役立つ新聞として高い評価を
受けています。この機会に購読してみませんか？ 
 全国農業新聞の購読の申し込みは農業委員会で
受け付けていますので、お申し込み等お気軽にお
問い合わせください。 
 
             
◆購読料は月額７00円（年間8,400円）  
◆毎週金曜日発行 

電話 ０１３３－７２－３１４７ 

「農業者年金」に加入しましょう！ 
詳しくはJA窓口、農業委員、農業委員会事務局へおたずねください。 

①積み立て方式で少子高齢時代に強い 
②保険料の額は自由に決められる 
③８０歳まで保証付の終身年金 
④保険料は全額、所得税の社会保険料控除の対象 
⑤意欲ある担い手は国から助成を受けられる 

 「農業者年金」は農
業者の老後安定・福祉
向上を図る、積立方式
確定拠出型の年金で､
様々なメリットがあり
ます！ 

※年金受給者が亡くなられた場合には届出が必要です。 
ＪＡ窓口、農業委員会事務局までご連絡ください。 

 
 
 
 
 

  
 
 

   
 

 
 
 
 
 

「皆さんからのご意見お待ちしています！」 

ひだまり編集委員紹介 

 ◆ 赤 山 義 孝 委員 
 ◆ 小笠原 英 史 委員 
 ◆ 熊 倉   堺 委員 の３名です 
    

農業委員会事務局職員紹介 
 

４月1日付で人事異動がありました。よろしくお願いいたします。 

     事務局長      本 間 孝 之 
     事務局次長     吉 井 重 正 
     農地振興担当主査  森  幹 雄 
       同   主査  田 中 昌 子 

         同   主任  村 上 勝 美      

      
    編集・発行  石狩市農業委員会  

 

     〒０６１－３２９２ 石狩市花川北６条１丁目３０－２ 
               石狩市役所３F  

     TEL ０１３３－７２－３１４７ 
     FAX ０１３３－７２－３５４０ 

  
  

編 集 後 記 

小笠原 英史 

 縁あって、農業について語るお誘いをいただ
き、今年に入って数回、消費者と交流する機会
に恵まれました。 
 交流の中で感じることは、農業について多く
の関心を持ってくれる人がいる一方、まだまだ
生産者と消費者との間には大きな壁が存在する
な、ということです。 
 「地元の野菜や果物が、地元で手に入らない
のはなぜか？」 
 「規格外の野菜も安く販売してはどうか？」 
 「農協や農業委員会の役割とは？」など、 
消費者の素朴な疑問に対し、しっかりと答えを
出す、あるいは一緒に考えることの重要性を痛
感するこの頃。 
 当広報紙「ひだまり」を通じてはもちろんの
こと、日頃からの消費者との交流に、さらに力
を入れなくてはと考えています。今後とも、よ

ろしくお願いします。 

 


